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平成２６年１１月１６日（日）溶岩ドームの崩壊に備えた初めての住民避難訓練、「島原市防災避難

訓練」を実施しました。住民５６２人と共に雲仙復興事務所、自衛隊、消防、警察等を含めた１３機関の
関係者１８１人、総勢７５０人が参加しました。「非常食炊き出し訓練」や「ＡＥＤ講習会」も開催されました。

「安中地区の安全・安心をいかに保つか。危機感を持って溶岩ドームと暮らしていく必要がある。」という

島原市長の言葉のように、「自分の命は、自分で守る」という心構えをこの訓練で再確認しました。

（調査課専門官）
（砂防課長と係長）

合同調整会議の様子

避難勧告放送
『地震により、雲仙普賢岳の溶岩ドームが
崩壊の恐れがあります。安中地区の住民
の皆様は、避難されるよう勧告致します。』

九州大学地震火山観測研究センター

清水教授による火山の研修 島原地域広域市町村圏組合によるAED講習会

自衛隊による
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調査課長より溶岩ドームソフト対策について説明 パネル展の説明と技術副所長

マルチコプター実演
マルチコプターの説明をする事務所長

報道の取材を受ける事務所長


